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 数学の基本公式その１～指数・対数関数 

 

高校で習う数学の基本公式について指数・対数関数について整理した。指数・対数関数は薬学において

は、特に物質の時間的な増減の変化（薬物の吸収と消失、放射能の減衰、反応物質の増加と減少など）の

説明に用いられる。 

𝑎 > 0、𝑏 > 0 ならば、√𝑎√𝑏 = √𝑎𝑏、√𝑎 √𝑏⁄ = ඥ𝑎 𝑏⁄ 、൫√𝑎


൯

= 𝑎



  

例えば、𝑥ଷ = 8 のとき 𝑥 = 8
భ

య のように表記できる。 

𝑎 = 1、𝑎ି = 1 𝑎⁄  (𝑎 ≠ 0)、𝑎 × 𝑎 = 𝑎ା、𝑎 ÷ 𝑎 = 𝑎ି、(𝑎) = 𝑎× 

𝑙𝑜𝑔1 = 0 (𝑎 > 0)、𝑙𝑜𝑔𝑀+ 𝑙𝑜𝑔𝑁 = 𝑙𝑜𝑔(𝑀𝑁)、𝑙𝑜𝑔𝑀− 𝑙𝑜𝑔𝑁 = 𝑙𝑜𝑔(𝑀 𝑁⁄ ) 

𝑙𝑜𝑔𝑀
 = 𝑝 × 𝑙𝑜𝑔𝑀、𝑙𝑜𝑔𝑀 = 𝑙𝑜𝑔𝑀 𝑙𝑜𝑔𝑎⁄  （底の変換） 

特に底が 10 のとき常用対数、底が 𝑒 のとき自然対数 

(𝑙𝑜𝑔𝑥)
ᇱ = 1 𝑥⁄ 、(𝑥)ᇱ = 𝑎𝑥ିଵ、(𝑒௫)ᇱ = 𝑒௫ 

න𝑥𝑑𝑥 =
1

𝑎 + 1
𝑥ାଵ + 𝐶 

න
1

𝑥
𝑑𝑥 = 𝑙𝑛|𝑥| + 𝐶 

  （𝐶は積分定数） 

 

薬物動態解析でよく用いる微分方程式とその解 

・一次減衰関数（例：線形 one-compartment intravenous injection model） 

𝑑𝑥 𝑑𝑡⁄ = −𝑘 ∙ 𝑥 （初期条件 𝑥(0) = 𝑥） → 𝑥 = 𝑥 ∙ 𝑒
ି௧ 

   ＊薬物動態モデルとして用いる場合には、分布容積 (Vd)などを組み込む工夫が必要。 

    𝑘 は一次消失速度定数と定義される。また、医療現場では点滴投与が多く点滴中と 

点滴終了後に場合分けしたモデルを用いる。 

・逐次関数（例：線形 one-compartment oral absorption model） 

𝑑𝑥ଵ 𝑑𝑡⁄ = −𝑘ଵ ∙ 𝑥ଵ （初期条件 𝑥ଵ(0) = 𝐷） → 𝑥ଵ = 𝐷 ∙ 𝑒ି௧ 

𝑑𝑥ଶ 𝑑𝑡⁄ = 𝑘ଵ ∙ 𝑥ଵ − 𝑘ଶ ∙ 𝑥ଶ （初期条件 𝑥ଶ(0) = 0 → 

𝑥ଶ =
𝐷 ∙ 𝑘ଵ
𝑘ଵ − 𝑘ଶ

(𝑒ିమ௧ − 𝑒ିభ௧) 

   ＊薬物動態経口投与モデルとして用いる場合には、バイオアベイラビリティ (𝐹)、 

分布容積 (𝑉𝑑)、吸収時のラグタイム（𝑇）などを組み込む工夫が必要。 

𝑘ଵ は一次吸収速度定数 (𝑘)、𝑘ଶ は一次消失速度定数 (𝑘) と定義される。 

 

 


